
Ⅰ　L.R.Brownの「アジア農業革命」説
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::n コに永年の間積み重ねられてきた農業投資

（三どえi-fUSAIDによる下部構造投資への媛i功ふるい

は先進［E］民間肥料資木の進出など）などが成果をあげ

慮、',f.－、？え！日＼；f"i；ヘ Eミー示T中

：•； ずーヅ；ド；：可 '.') . l'.',J，いやと
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I,っとも重要なのはおJしい出した二とがあるえぺ、
,'" J、！
t'IIIJ L. R. Brown 山「アジアj三I 

小麦におけ高w，：ほi守I種νり111現どその存7えである、::'.:.ill.!た人口アン7i也i或ν叫王i斉を論じる；：:fふ
寸--米につし、ては TR 8 <! 2 ', る之、子シカシ i'111iも11(,増大；ニ対して絶望的；こ立わ遅7,1,；＇：二食陪生産（／｝問題

の； Eかトウモロコシや、yyレゲムのす石川τ極などが代二il すこがt五要な論点として取りふげられるゴ｝レ、

アジアにおけるこのような新r¥j',f重のJえ｛々1jであるハ

作j-ti而積は，

Lぃ：1):]:, ，；：，飢餓よでの慣例だったといに亡もよい二

1%41/i日年の三万九000エーりーから

1 %7 ！（前年九三（｝（）（｝万コ三一力ーへ土拡大した D

¥'fr,'d,.f草山 j,/，こらした成果か伝統的立業にとって

1 tl riti: 
7戸、－ 守r sl芝、仁1今、L二ヤ「戸 r平 戸

こ ｝り ／J"J 司、＂上、－ Iふ ）、 、

店業開発の日標である二三（J: . 

的iこも；；r.，.うふjtてL、7こJ

り円解牧力、；、

アゴr諸国の民業生I＇£力が飛 Jl?d的i:c1,,j!-_ 2了示Li二

次の点［二つL、てであ!p.. (i合的jことみなされるし引土，if,くの｜司で食樋J>［王i内i"H山内達成、三） I可能、！
’ト、V

〕

！：ず技術的な面か 1・，みて飛躍的な布収監をもどL、1江比／；Lし；：〈性＇.，： Jfi庄内 fのとな pてEた， も），

単位面積当たり収ほのi;:.::f倍増は路実
P，戸、下，＿
；」＇）」 I I その［に.k:(f'.Jt~ も ， 1 ） とし；工聞か ilる上〕 t二ifコt三

新品種；主i点検JJ/yで好成縞であにど、りく，）＂ ノごしノ ＇）＂ 」，Bro¥Yll Tl i rジアにjコける己主革命I< して、 L

J}ll也（／）JL:J:]:1.ごしり二子での＋：.：：111にもす；ム（王，う ι りで！； く、Citいをあげる三と 1J・でラる y

民業経伝じりi厄でくれたj虚子？性を示した（第三に、Brown；二仁アlt土・， EH，.）：＿）、にL、6“1,l,j与のイント

肥料や農薬などの投入i立が大うな変化を生じたa士；，，rq乏しり 2今．の不作に象徴さ jLたftt孟位機か，

し／J、ιむかぶ I":;えられとt＇／守 ）く し、ほど円｜問：ニイ（.－； l_.て IV{;tド ）~Ii ：句 I ＇，口、；宝v 二 1(,J;>'. ., ~ 

irlliNt施p支二ごのほか，＼山tti二九ν ｝fJヰ~~1e1草したけ／イ，：と， : .t米、） 1'1拾を：じめた＿， 1%8 fl" ;tとに（土、

会村内貯蓄が振り r,11け，－，れるとうにふ主投資に、イラ； i土小誌の~0lt品目と；＇； ，）、 i'. 1：ュ；

：、 i土史上

達成L,

,1二、去た多 Ul"tこ工るよ111也干lj 月i し＇＇ i~Mit化かi住みーι ＼ースケシと fザは大村，；1二米をI内産L,

機械の導入もおこな

I i給農業に1長礎を置く j_!:!;j寸社会

~1十：［しF) 過剰労働力：をl吸収 L,

わjした，， ~; 3 i二、

これは単に気象条件

生産力Ad手しつ！こ'H－を立

長l白en小麦生民主：実現L：＇こη

に志士れ！三rけではなく‘
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Ⅱ　フィリピンにおけるミラクル・ライスの普及と増産のていど
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の慣行と農民の意識を変えた。家族計｜白Iへの関心

が出てきたし、経済政策三も興味を示す農民がふ

ええ。とのように、 技術，経済， ti子会の各側面で

いちじるしい変化が指摘される。

i吊wz量品種CiI効果を -'IQ揮させるには，も宅九／.＿，‘

信用制度，水利施設，病虫害の防除，外貨手当，

市料と f出｜格政；来などの誇条件が整慌されなlt/,l iま

ならないほ3'o おそらくそういう条件整備も著実

に進んで，パキスタン， ウィリヒ。ンおよびトルコ

は，数年中に教原輸出ほとなるでふんう。：：七主革

命のもたらした食糧増産は，国内の生産財および

消費財市場のjJl:）；にった／J';J , ア：.， ・7・諸国山経済

成長率を高め経済状態を改善するであろう。

およそ以上のようなすじみちで、 Brownは7 ジ

ア，.，・，伝流的穀［下農業でに J I平命j ' illi行を

るのである。 もちろん、ささにあげたように，成

果士期待するには多くれ条（牛が整：比されなじ／Iば

ならないことは指摘しているし，新品種が農村の

ど川市収iこもひとしい利益をもた「〉；ーものではほ

いこと七tiめくl、、るc J いL，それにもかか

ず， アジアの食撞問題ないし農業問臨は楽観でき

る日↓而l二向か lJ：との半l]l1行；二立つ にしかi, ic~J収

量品種は多くのl詣で注目を集めているし、 1”67/68
年（； I ft:h［生産J';('i大に寄Ij今したことー：斉定ごさ ：＼

U、てわコう。けいども， Biりun の三ミ,JJょjる；三どに‘

新Mi種を軸としてアジアの食糧問題なし、し農業問

題t~ I叶与を変えくしまっ Pこのであ ／， -, ,J 'c 析し L、

技術はさして問唾なく普通化しつつあるのだろう

か。 rイlわれしい、どう C,てつようェ il)t析をドハニ

J土、ま i！.かなりの期間をかけた検証か必要なの？

はないかと考えるペ Brownの結論はやや性急にす

ぎる＇ Iではな；－＼＇ 7，うかc t ＇.なく三仁、そ j 三Jc 

の国の農業の現状に照らしてみると，楽観的なみ

かた！こ，t，いい ）7J＇の疑問jか提出 Pぎ＜，のでどれる。

新品種の手IJ点に注視すると同時に，その出現がも

たんすと脅えられる問題点についても検計してお

くことが， 現在の時点では重要なのではながろう

か。

こうい斗考えから、 ここではフィリピンの稲作

のばあいに問題を限って，新品種の出現をめぐる

問題点に J 川、ての検討を試みたい υ大きく分けて，

論点は三~）心整理される。第 I は，新品種の普及

ないしはそのもたらした増産のていどについてで

ある。全づィ JJ t:' > （／）焔｛字にけして，どんな意味

を持つのかが問題となる。第2は，高収監品種の

伝統的農業への定着牲についてである。 ブfリピ

ンの農民は新品種をうまく活用していく準備がで

きているだろうか，という点が問題となる。第 3

':t' 高収泣品種が農村（／）社会構造；こ及iます変化に

ついてである。階級的にあるいは地域的に，新品

位はどのような効果をもたらすかが，問題とされ

る。以下順を追ってふれていこう。

（パ 1) LR. Brown，“The Agricultural Revolu-

110n inλ山，，＇＇ Foreign .¥ffairs, Vol. 46，うfo,1 (July 

Hlfi8) 

(il '.2) ブ i，；ピンにある International Rice 

1".t・search Institu旬、 IRRI）で前：I¥ ＇れ，各口、卜 1：｛り入

れ勺れはじめた品種。

（，仁 3〕 Brow口 i士こ＇し i', jノ条件 ，｝） うち， tトi二ill場

, 11m tt己t

lll '1守t也：で 2 山 d正；主E路ノm存」？：が主11f白『J念、務だと考えろ，，

で芦〉らじ

II フ f1）ピシ r:::.J：；け〈〉与ラクノレ・ラ

イスの普及と増産のていど

' ') 

ブィ 1JI.二ンの米作で取り入れられている高収量

品種は， 一括してミラクノレ・ライスと呼ばれてい

る仁 1967/iii", fi-'物年度内第 1期作（7～L'Jljから

急速な作付増加をみせたミラクノレ・ライスは， 現

在のとこん、 i五際有TifrJF究所（IRRI）が作り／Uした

3 



1969040006.TIF

作付面積 Irn10, ；；努事
（へクタ；割合 ルライス
ール ) ! (o/o) iの割合側

1966/67 1 札 596I 14 I 3 

一型空型j竺竺引－~じ＿1~~
潜撃十 I位 I256,01s t 66 • 15 
間管~： H な 1 81 14にi 71 1() 

'ti7州三度地叫量註 1 s3:12s I 54 i 13 
日lj i pL ' : j 

！？邦］5)1］雲市1 225,633 i (1:i 1 却
！第2期 164,65下、 i

(t弘行可） RCPCC Field Offi.cι の報令による。
〈注） I 1,t目差計画優先度地域については本「：；：＿ ( ／主3〕

参照。
(2)1968/69年第1期作のミラクノいライス作付動向
についての部分的資料によれば，対前年憎加率は
47%となっており，品種別には IR-8の43%増に
お｝し， BPI-76力＞83%増を示している。

ミラク1レ・ライスのWH状況第 l表；ニ空天然資源省のII< ," 288-3およびIR5 17 2, 

作物同（Bureauof Pl回 tInclustγ〉： ν庁戒した BP

度
I 1二L jぐ字立下部が産み出

した C18の4品種から町立っている 2 いずれも，そ

在来種にくらべれの呼びかたからわかるように，

ならびにフィ[ '7lj 1、

ば驚異的な収量をあげる点に最大の特徴がある。

草丈：土短くほぼ 120日前後で h＞：黙し

：ぷYtttが弱いのでて；1;,;:1強いため倒伏し九たノ

肥料；二社寸る感応度が高どの季節でも栽培でき，

ニノ［んの特性を発

中耕，除草，病害虫の防除句

水の管理などに手を掛けなければならない l主 1¥

ト宇 ←J 、,_,_ 」、いなどの特性を示す。

揮させるためには，

田植のやり放しで収穫を待っと在来種のように，

7 { 1）ピンにおける米生"Iの優先皮切地域区分第 l隠いアj やりかたではいけ t~ 1屯＇， IR-8を代表とするこ

p
j
a
 

，‘

σ
t
 

普及奨l}J,',j¥fif{ーと LてWi産計画のなわらし＇lI日種I土，

一日
-[§] 

ーにコ

Lぺ二;iL i掃の生産カの

を示したも

これらで作り出された品種の型をさ

収量や耐病性や品質など l乃），？，でよ

を打ち破るための！？：種改良（＇ c)

のであって，

カiに組み込まれているえl品、

優先度第 1位

優先度第 2位

優先度第 3位

らに補強して，

それぞれの栽培地の環境条件に適しりすぐれた，

育種研究の課題とた品種を完成して＇・、くことが，

fよ l r口、るほ 2 ）。いわい ~ll!l：改 i1f,/) iJ七定絞とまで

ll<-8の成功が、き llる品種ではなL、））である

それをU Jて IR＂の普及に手ド1ぇじ＼凡ながら，

L、人事h'【！と反映してヤ

改良の余地を残しながら実際の稲作への普及

士三 ι，，，土じめfこのも，

る。

奨励に力を入れたのは， こjしらのミラクル・ライ

スの登場がちょうど米の増産がフィ Jピン経済の

長浜品題として強調さJi_. i上仁 fふたII寺1号！と一致して

いたためであろう。 19（山，m作物年！主から1969/70

11'.l勾平度にわたって米山｜吋内!'J討をム主戒しようと

ミヲケ／〆・ニ）／ ミによって裏づら 4カ年計画は，

実現への希望を持ちえると考えら

れたにちがいない。

4 
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1967/68f乍物年度の看己11

、＇：Jこり収量 (]ji. i立 ：り／ミン）

河古詰τi ！ミラク
ti則二 IRメ TIPI-C 18 7レ・ラその他その他
；ぜ＊~rt i イス；J，~：喫肋 ：忘
時！］ !IR・5?6-l IC-63計 、｜凶種 ｜の品種｜

部 I 枕• 80 : 62 j 87 ! 74.191 47.68 37.351 45.26 
第日位 91 , 69 I 65 : 84.14 50.25 32.69; 39.48 
第阻位 n 50 I 66 • 63.131 39.11 33.59i 37 .76 

金制 81 ' 62 i 82 74.861 47.72i 35.~! 42.80 

( h＇，所） ］刊l'CCField Of五ce，、の¥fl；＋；によ ζ〉

ハイその他の奨励品種Jとl土、 ミラケ1'・ラ

1 -., i"｛攻以前から農業天然資源＇（iO）作物J.,J；］：奨励

〆日、た改良品種である。 Peta, Milfor, Seraup 

l<etcliilラ HE'.-lおよびTjerem討が汽主れら。

:;: l ；／｝ ，、：.－i土75'JットルでflJ44o＼「ログラムワある。

第 2表下え乃速度は目ざ

とィ、 11' 1966.i67f乍

とiカミく、ミラクル.,, ｛ ぇ

ま L.、ものであったc ’：；； 1 

！？句年間（ 7～ 6月〉には七として同（J普殖のための

小規模な作付（約8万3000ヘクタール〉がおこなわれ

稲作総面積に対する高収量品種作付面ただけで、

それが
_,._ 
，＿。積の比率は：t）ずかに 3%にすぎなか

盟年には約・I.7（吾の：39万ヘクタール r二用対］し‘ 1968

ti1111・物年度の第 1期／1c 'f'5i定的人 Ii~守で；土，さら

1967/68作物；二千iii斗同期の1.5倍弱：：ーぇ －c,, 

「！二店Ij稲 作総面積に lf十ノう }iiJ ，＇「T〔13%に達し，

1(16《＼／わ9作物年度に：主ヨ（） ;oとく二え Fこと思われる。作

付間糟のふえかたで特に闘につくのは‘ 当然，米の生産高を増加［高収監品種の普及は，第］；二，

験場の成援では 1へクタール当たりさせる。米憎産計画で設定されたJ拙策上の優先度にあまり

WO～200カバン （"-' 4）の収量をあげるとされるIR-8！？の地域でも作付が｛lflびているこかかわりな〈、

高収量品陣はL、ずれ点目的カパ，＇，’.，. l / I I __.. 
'_I'. I ' Iぃ）二しにラとてパるりそのため， ＼%7i！；叫1竹；！二交には優先吏

、L て九以上のへ 7守ール当jこI)1収世をあげヨ収量品種の,Vi .. f目、地域ょ，｝は：1七、j也！戎三、

j';:f J・ fl標達日比率は高力 i ている。しかし」般の fkJ;"i!JX＇！去で；えりをn〆；）、三 f↑毛E•,I二？三ぺ； I f也Jiでは呂

t 二女，•： ,. ); ！）平均 1ヘヲタール＇ Lifァ＞） 7コカパン:;; Ill j色JIでは 5.:l打；－）。

高収量品障の背及i土攻

H言、 第H士也坊主で： ., 1i 

それでもその他の品種の平

均38カパンの約2倍近くの収量であって， 1967/68

作物年度の国内総生産量の 22%を高収量品種がお

ていどの収量である。

'F.産者

この現象から判断すると，

府の施策だけによ J 〕て進んだのではなく，

), 側カゐらの積I霊的な対応i_,f＇動いたのではないか，

高i限延i日磁を1rx:lj入れた11』）..， !,: f，ているつい＇ •; 優先「そ第 II也知そのrpで中部 1し、yみ「｝オヮる。 なお，

｝てもたらされたこの年iむつ11！内増産量）一一九

，、， 7] / ）し要米i下J卜｜である：仁，、• L'  ＇、

！→！ , .11(1＇’υi、iii後だったとみて.t＇、でた〕人勺、n ,,:;H :1:1下ft］；ヒ辛口勺：

この点i主の人昭二 J

どよ乙てフーラカ L 夜）

精米換算で約111 bυ的伐の生産量増加といえば，d: b寸 1る；＇；， ‘

。
、v、

で
！
 

ところで 1967年12月34万トン前後の増加である。第 l期作と第コ期｛下意しておL、てよい。第乙に，

に発表された 1967/68作物年度の米の需給計画に：お2期作との高収量品種の作付よ容をくらへると『

年聞の米需要量は精米で約 309万トンとよれ；：C,第 2期ft:はL、才jゆる乾期のほうが圧倒的に高い。

な－＂.：＇ている Ccl5 ＼年間の人口増加率は近年 3.4% 稲の作付は1忠商問で主にあたる地！戎が多、J から，

人口増加によぺご約lf）刀ト〉の米の－－＝＇ふる乃 lL二、J とtとi董絞施

三三仁、、高i収量品種の

>: ，＿.＇〕：二ニし；おこなわれる。

また 1963年かf必7年ごEでのフうA，；－：ヤええる。って'L : 
μ_;/.' 

( ，，ヒ；.J>:f：の輸入量は年平均 2<i.Djトンであっ第 2期作のいよ＇）胃、に？， ':j主らこととなる。よヒ1立。;t,

つまり， ζ れらの数字から判断すると， 1967/iiK作物年

フィリピン

ラ

度のミラクル・ライスによる増産で，

I. 
，】亡I品種の特性か作期別の作イナキの高さに反

映しているのが注目される。



1969040008.TIF

ラフル・弓イ？， t1J /c ／；，では比較的収監の低l；、 BPI

,1 l jJt/1－＼はでれだけ生産の土台）JII千二ポをfJlめるカ・も

をた現したこと] ,-'cf，、＼！｜玉if｝、］干；，，が；（土；王ほ fJ依i：伏

二J入fi!,jtでWli寺：か続（工 ~2,'- : ;:: .. ＇，；そ λでt.，る

それ以上に新i'，~屈の選択に l~l ずる生l " J、1 も勺ノ 、
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Ⅲ　ミラクル・ライスの伝統的農業への定着性
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農民の IR-8採用に対する態度を決める要因
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(TIリrumof Plani In巾 s町）が米の慢j励品種のiJ士定可

民n.種子の校定お上びそのよ持併の行政をお二な.，

てきたが， IR-8については緊急にその普及をは

かおため‘ 19(,ii年雨期｛乍から RCPCCの強力fょ桁導

J) i，とに93戸山協力：農家が選；i)Lて， IRRlu ＞提

供した原種の増殖に当たる体制が整えられた。そ

もと

ある

主えの '.2・J+1i工 、二の1てI也どく象であら

で一部；↓；；.；，1也［主革実施；出比とふくんて」コソ，

ていどの定額小作化が進みはじめてぜ、るのに対

あと l' ：＇，州、｜；，まメ！htrト11'ff.1j度にま ＇；！＂：＿ イ子がつ

このよ円以判i！と高収ム＇， J,C,f,fi,'J普及

ν ， 

1・－戸、一一、、マ、
w一、＇ .、

してみる必要率とは関係がなL、しっかどうか、

があるのではなかろうか。 生産された種籾の大半は政府関係機闘が割して，

4 ' 

このやりかt－，う‘うヒくいって、 1%7年の雨期［土

干重子自体が制限因子ではなくなった最初の季節

であった」 (cl:5 ）といわれる状態になった。種子の

Jfl i1lii絡で‘買し！こ；「て記給する方式をとった、ヲク’レ・守 f立のf下付し予，111,t；；土淘の

まだ増殖のための栽培

一一 ) ,j Jミ‘礼るコ

第 3：二

価格の民＇ -~' ＇こよってもお 1w1

ラヲル・ライスの価格は，

が中心汗ゥム 1967年 1:,t：期主では政府の支持価格

i,l;1'{j；三｛；！、J下はさほと！i¥Hliiではないよすにみえる。t zj 
JI, ノ）を方 JこJ ：回ってしとト(1勺 r、

1 .／、ケヤールの作M・に極子1カノ七 ιJし

ばよいとされているからは.6入 1967／凶作物年度

のf'i討に必妥な孫子生産用の而僚は 4000ヘケケー

},'-,! ~ t工、，その後量産段階にはいると出日仏叫盛期には値

国内の米の需給が？手下がりせざるをえなかった。

低さやI句、，，•［＇＿＇；が原一ー，， 、 . 2・・一。A哩d', rこ lえ iム、

このてャ三 J

しかし‘ RCPCCの増殖計画への協力農家の種子

生Vt向けのfi:Ho1i肢は 500へ.7｝ール前後とみら

そう困難ではあるまし、。

ていどで、た りるはずである

面積を確保することは，

｝了こので

あるほ3＼その結果，農民の IR-8作i寸；意欲もか

な：7鈍ぺたことは．第 6表で IR-8の次期作付を

白＼らすこ汗えだ農民の j士， HJ%まで、；ヘ＼悩絡が低

因とな yご、 JR-8のiii日出i工科に不利三十

しかも祐子山需給がゆるむとともに種子長！とf己
，
 

、L
J
A
 

lて：J、. .－＿，す理由と Lて、る点：二宮）1、ヲレ
、ー｝

よりも一般市場向けの販売に力を入れる傾向が現

こういう状汎から推して，現在われている（注8）。種子の供給が普及に及ぼす影響の問題

字：i_ ＼－、品種力行付与を伸ばすt二、しいうま

;;, 。

第 4：士、

がある 正規の種子増殖ノレート以外山！R-8の作付には，

で~＼家増殖された種子が用いられているとみられ

目家増殖の種子の品質がかなり劣ることは避

9 

』，
G。

でもなく優良な種子の供給が確保されぷ、f九ばな

フィリピンでは， 1952年いら、f 作物局らfょL、。
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第 7表 IR-8の在来品種に対する優劣についての

153人の農民の判定

｜優れている劣っている日じとみる
とする人数とする人数人 数

価 格 I 3 14s 1 2 
日又 鼠： l 150 2 ! 1 
食 味 I 4 I 144 I 日
耐病性 I 22 I 119 ' 12 
倒伏わ i'r'. 易｜ Fi1 2 り
除草労働の必要｜ 7 i 120 :2,; 

（出所〕 mm, p.15. 

けられず，作付面積の拡大の効果を引き下げる作

用をする l可能代は無視マラな！ぜ、であろろ【

第 5に， ぇニ〉クル・ヲノての品種の＇ fH:11:J：法氏

に不安を抱かせる点カ丸、くつかある。第 7友によ

;-1,ば， m t1 K在来品種とそ比較した：ま皮：ハ、圧

倒的に多： ，： r；ι：民が IR is J)I」ミが悪いこと＇ ，：’；， 

耐病性が弱いことおよび除草の手聞がかかること

を指摘しているc そのうえ， 収量l士高いがfr出協は

［丘いと感、：、るものがそl＇三んどであの 二hら

の点は新品種、＇）魅力を事 j、；：， i＿， のであり．定汗を

妨げる有力な原因となりかねない。

さいごに， ミラクル・ライスの栽培の指導に当

fこる技術tf・cノ11:u題がある l RC、PCCの i己 、政府

の関係機民.］ ／）卜九力体制ががはま；j：てはいろ 1,', i芳品

種が伝統的な米作のやりかたを根本的に変えるも

つである 指導と酌ア7が伴わ

芯いと，そ，， ; ¥!i「性を十勺に花揮で、きなL、 二1い

う必要をみたすだけの技術者の量と質とを確保し

うるかどうかが，作付の定着に大きく関係するで

あろう。

およそu、tーのような点一三‘ マィリピノ U; f11i/1三tこ

定着するうえでのミラクル・ライスの持つ問題点、

を指摘することができる。 これらの問題点を解決

して定着させることができる 7シどうかl士、 宗主 I）返

し述べた上う L今後のftJξ にかかってし、る。その

際，食糧政策がどこまで地についておこなわれる

IO 

かがーひとつのキーポイントとなろう（注目。

（：［今 1) IRRI，“Agricultural五conomics，＇’ .!lnnu-

a! Report 19(i7, pp. 10～16. 

( 1 2) IRRI, pp. J, 6. 

（注 3) IRRI, p. 13. 

（泣 4) 1966/67 ij'.の塙硝協力量史家のうち 48Pにつ

：「実態調f: ・ i ば，種子 t! －－コ販売量ふ74%

j'；＇好関係機 l¥l[Hi' ーあり， 三P'!'Ji仕えだ(iffi絡は 1,・ 

29.34ベソで，悩ゾノJ:..ィ＼fifli絡をど0.9%上 [l,！って

(IRRI, p. 5,1）二

(1} 5) IRRI, p. 2. 

(;l 6) “白川にい GrowIR-0 and 

パ7〕 種；－－ぺ，，；：吋家ノ）実態副主 :1., (j；ば 1 、ヶ

ター川、YF：り 100カバング〕収：設をあげている。

(;J 8 ) IRRI, p. 5;,. これには種子情俗が割高でも

正l1¥'/J 1，，巳！,8j J. C;' (. C ', , ・j問題がある》

',1 9) Jj i’Jる技術者一，；も；＼：.よれば， ・t,;i';

島チーム：＇＇ ! ;h! ぅ￥：ff；改妥 ＇）文民 fベあがっf

ワユ -+' r、J →yでも，チ←ム引よけf廷の作ftでは IEし8

71二[fl ，バム刀、 1 ーかノル↓j 他品種 0〕 iJ~入かみ ＇°＞ れるとい

Jそ < , . V < _,-tジJ不品目なわflJぺペ！！jiいてい J : ；／、

; r，、iJ苛三 〆Jo

iぃ1_10) IR 日 ') J弘主ti):'le;:. n二つの原lz'.1

て＇ 'il. 主！＼＇，：l である fこめ「~j 11！の終わらないうちに収泌さ

れζiことが指摘されてL、る。このことも注意すヘfAi 

ν。

パ11）本『 入手したずゾ 七ιに取り入 il ／三

九泊 i ったが， Q M. ¥Vest，いAn丘valuation of 

¥Vorld Farm Grains and Food Problems，＇’ Foreign 

.lgriιulture (( 'ct.川， 1%3)i，，；ま；主同様；7〕之官で高

Ji，：，＂，，／，有［＇ )f広告 ，.＿，山 ；］＇，あ℃， fr!>' 1::i :,sr，を全面白・＿， ((i( 

'! : ~ /i：均二手 b’ iえない L‘il:J 絞りる； j
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tu.ぷど妨げる J,i)_l因としては，（1）新しいJ有害の発生，（2)

( •i; lこう'1'JIUで令ア n'ii''t施設ω不ι1:1）的立燥不十分：＃よ

円，j誕！三，（ 、pf量i井とが劣；：，ぢ ,, iあ：Ti'-1 

百 ミラクル・ライスと農業の階層・

地域杭；u

、アクル・ライスか定着するには数多くの問題

があるとはし、っても， その作付が一本調子で順調
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；二jlliびるかどうかが疑問であると L う意味であっ

一度広がったそのff付がと ' ;' －＿く後退してし

主、）ことは考えられな これを利用し

た幾民は， 栽培のやりかたによ刊ては収穫を倍増

することが十分に可能なことを納得しただろう

正条植，施肥‘除草，病害虫防除，水管理なし，

どの技術をあるていど身につけたであろうコ

L、7経験は、 伝統的な船内L叶民有吉多少なりも変

七、く出発点となり九三’〉に仁

川nいJ た S.H. Liao、〆

まえに井垣、 、

電 1，、、一

／）；寸象となった

E'.'.:}(tこちがJ価格に闘しこ 示日、ど失望したに

もかかわらず …伝統的な品種や栽培拡ーにもどる

よリは， ほかの改良品穏に切り
ふ＿， 1 同首 T

i二、、こ心、’） ' 

述べた」 C,lI ）と報告されているのも‘ そろいう判

附？を裏づけるものといえる

でに刊われた実績だけに限

./ -,, ,,.' lフィリピン稲｛乍～ 1

c"，γ＇，，、戸

二 1 , ＇、も、 二れま

2ラ月，レ・ラ
、一’' I 」

ノエ仔i晃Lすぎては

その影響のなかでもっとも喰 と思われる点

を，最後に指摘しておきたい。それは．ミつケル・

ライス作付の効果が農民の階級ないし階層によっ

ぞjこii：付のおこれオ 1れる地域；て t／ て異なり

tて現われかたをするとだ之，・） ,j 心：
」」. -

LごJt,0o  I王右

山日1S:1種が農村内部の

---－，ごとは Brownもコー山

を：J!:：、大寸るft用を

一1/r1商しているし

（、主 2) 寸 f ,_rピンのばあいについて石川泌氏が事

｛列を引きながら論じられている :1; それ以上に

付け加えることも tn、が‘ フィリピトリー1（まあL、特

に注目されるのは，地主と小作の関係、でふる〉

稲作4 で特に多い小｛乍！？之川口，，，，、 ミラ年ル・ラ

子ての導入を望んだと Iてi ,j、n慣行上費用を

j＇［＿ご替えてくれる地主の求， ff,j,・ -i -i重子を買った

,, ' 肥料や農薬の手当と f三＞－： 1;:; I二i、かなL、。逆

に地主のほうは，小作人が自発的に望まなくても。

fヨ分の収益をふやせると考えれば， ミラク／レ・ラ

イスを作付けて必要な管理作業をやらせるように

r:o －＝－－ぷザ
LI ;J、じ二'le·~o もし小作農がャうこごを｜鼠hーなけれ

は， 小作地を取り上げて直営農場にすることもで

きる。 そうし、う条件のもとでは， ミラクル・ライ

スの導入の主導権は， 地主が揺ることになりやす

L’＼フィリピンで稲作の技術指導に従事している

H .4,:n青年協力隊などの人たよ〉が新し 1、.'ii，種や技

ti、J、士法及主せようとするばあいにも， 7二＼、ていの

‘、 tすIHJ明的な地主をわら．＼ そjtを説得し

て，j、11人に新しいやりかたを試み、5せる‘ とL、う

やりがたを取るという。 新しい技術の導入のかな

／，／，（土；‘

ある

むしろ在村の地主にあるlぎあいが多ヤので

とう L、う主導権を持ちながら， これまで一般に

ブノ川 1:"ι （＇）地主：ま農業経営に無関心リノったと

し、j、れる けれども，ミラクル・ライえ J)ii i現は，

-/;:;J）地主にとってその無関心を陪極的関心に向

け変える契機となったようである。 そのうえに，

土地改革法の規定が地主の手作り経営地を買収対

象から除いてu、ることも， 地主側の土地改革対策

れとり店主ろとして意識されはじめた 1%7./68 

作物ifJi (j）出 2期作ころから‘

I ！ 、
んゐ JJ 、J I n'lii11止で 2期作化し，

米{'fc地帯では地主

ミラヲル．二7，（ スを

if らせ l：うとする動きが目fニザP ござf二、七f二、パン

ノ7ンガ州、｜などには数百へクタ－／レの水回を直営

農場としてミラク Yレ・ライス栽培で高収益をあげ

るものも現われた。 こうなってくると， もともと

主導権があるだけに， ミラクノレ・ライスのもfこら

すi以誌は大部分地主の手に収まることこなる。

flニ）たは半＊土地主農場の賃労働者にな＇）てしま

ノド」，

し‘わゆ石農民層の分解を強くおし進tれる作用

ξラケル・ライスは果たすよ二ととなど〉とみら

;llる。 米の増産のための融資制度，濯瓶事業，農

I I 
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業倉庫建設などの諸施策が，事実上地主にとって

利用して、十ノ「いま述Jごfこ酌きを支える働ラをし

ていること 1礼逃せなL、

階級なL、L階層的な格謹のほかにもうひとつ注

目されるのか‘地域別の格差である 3 ミヲクル・

ライスド、 ，／ーにも指ltiiし二？たように、 ＃＇統施

設の整－' ＇こ；t1,J／（にしか｛？ ぎない。 ifこ／，＇， ＇て，

それによぺて収量があがり，所得がふえるのは弔

これ主づもむしろ恵まれた条件にあったうた作地域

だといペ二 1 ＇こなるつ既存注統地域だ：了マ仁、単

位面積当た：lLTl収量増大が大きいミラグノ〆・ライ

スの；ぎあいはかなりの増産となるから，新規のi龍

殺の開花主 l＇：＇既存地域でし＇） 集約的普7えに 1［，：広が

おかれ一、υーノ二ない3 ご（＇，号：利t地帯とf!, 以外と

の農業水準の格差はますますはっきりとしたもの

になっていくであろう。

以上のと ：' i：、 ミラ〆y pン・ライスの ＇，＂｛ Iえはち潜

級ない LI'.;¥!,;)li'J；こも地t<t1i'J；二も農村内一九、＇）経済的

な格差を拡大していく可能性が大きu、。ー閣の生

産力水準があがるのだからヂれはそれな；Jに世主

しいので y：ム二！か、！二＼ ' -) ,i !'f1l lもできるご：＇＞ λうc

しかし司 ブイ｝二。ンの：まあし、， 食糧増産政泌は食

糧の絶対的不足をカパーするという経済的な要請

にそ－，t二f' ¥ ' ＿.あると，，，]:I年に、農民の i'clfl合救い

政治的t:G：：；ど解消す ，：， T段としての .01長企持た

されでいたほ5ら現在実施期間にある経済4カ年

計両が主要な目標として「二重構造の解消Jを掲

げている 11に 1,, そう L' ；＞たみが読み！ドヤ1(, と

ころが．制＇z冒）的あら、＇ tt地域的に 1.,－ん不均

等を増大させる作用をミラクノレ・ライスの出現が

果たすとすれば，社会的な緊張は強まる三止とな

り，増玄〉交官 lソ意味の －j/i,;;I崩されて Lt :1。こ

うL、う矛盾ピ回避する賢明6が政策に要求されて

いるのである。

I2 

〔i主1) IRRI, p, 16, 

(tt 2) L R Brown，かれは，地主と小作， 自作

j ；’F，ある lヤ ＇＇.＇.：： ミな土地と〈｝せf：土地の所 ur, [,,J 

', flD守二信ill！弘、！こが起こる！：： i C、る。

(it 3〕 石 111以「アシア変えるか幾業技術革新」（Hl

五れ斉新11打』， M刊l43年10月11LI〕。

(, i: 4) こ＇＞六 d ，筆者が19州イi'2月ブラカ L州＇）

i itごw云 ' J （＇ド災」ワ話，t ; ij t瓦！＇（jであった、 ハ 4

カ II：こw,・ r IR-sを3ヘクヤール｛乍っつ、 J

とい 7かれ（之，地主が IR8，つ作付に反対しなかった

かと＇，， J I吋に対して， 「nたくしは土地改革で定額小

なった。 い Jr1主J)t't図 f交i）る必要：土 'c，，、j

を張って －、てゾJuι、うそううま；干、、

〕－， ＇｝ 孟： th.＞－.，，；；；、。しかし，二1~ j也ふ革が主体j＿と

矧めら可能性；主こういう点に現われている。

れに 5) 丙J以主主l,/1横山普及速度をJ,t「ノせるひとつふ

'r. －＂） アジ守れど 定者量需給桜l<I _!J' 

優先政策・， ：，；υ／ι可能性があ〆ノ ') ¥Vest . J行n:
,l 山＇II.て J. , (Q. ~1. West）。

（内j完成長調査部主任調査研究員〉
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